
テレビ会議システムＦ＠ｃｅネット（つらネット）活用事例

〔Ａ 外部機関等と結んでの学習〕

＜１ 遠隔地を結んでの交流学習＞

〔活用事例３〕

交 流 者 ・ 特別支援学校（聾） ・ 奄美大島の高等学校(259人)

・ 筑波技術大学障害者教育研究センター

・ 特別支援学校（聾）の教師がコーディネートし，奄美大島の高等学

交流内容 校１年生の聴覚に障害をもつ生徒１人を含む259人の生徒と筑波技術

大学に在籍する聴覚に障害をもつ学生との交流を通して，聴覚障害に

関する啓発の学習を行った。

・ 聴覚に障害があるということはどういうことかについて，実際に障

成 果 害をもつ人から，聞こえ方，学校や日常生活で不自由に感じているこ

と等を聞くことができ，実感をもって相手の立場や対応のための視点

について考える学習ができた。

・ 相手の顔を見ながら，意見を交わす中で，自分にできることについ

て真剣に考える学習ができた。


